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2
月

1
2
月
1
9
日
（
土
）・
2
8
日
（
月
）
に
０
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り
事
業
と
し
て
、「
食

1
2
月
1
9
日
（
土
）・
2
8
日
（
月
）
に
０
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り
事
業
と
し
て
、「
食

と
学
び
の
子
ど
も
広
場
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が

と
学
び
の
子
ど
も
広
場
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が

い
つ
で
も
、
安
心
・
安
全
に
、
食
事
を
し
た
り
・
学
ん
だ
り
・
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と

い
つ
で
も
、
安
心
・
安
全
に
、
食
事
を
し
た
り
・
学
ん
だ
り
・
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
で
き
る
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
各
地
域
の
小
学
生
と
高
校
生
及
び
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
参
加
し
、

当
日
は
、
各
地
域
の
小
学
生
と
高
校
生
及
び
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
参
加
し
、

勉
強
を
教
え
た
り
一
緒
に
調
理
や
食
事
を
し
た
り
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

勉
強
を
教
え
た
り
一
緒
に
調
理
や
食
事
を
し
た
り
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

０
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り
事
業

０
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ
く
り
事
業

～
食
と
学
び
の
子
ど
も
広
場
～

～
食
と
学
び
の
子
ど
も
広
場
～
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
穏
や
か
な
新
年
の
幕
開
け
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
は
津
和
野
町
政
の
推
進
に
あ
た

り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
猛
威
に
苦
し
め
ら
れ
る
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
津
和
野
町
役
場
に
お
い
て
も
対
策
本
部

を
設
置
し
、
感
染
症
対
策
と
経
済
対
策
の
両

立
と
い
う
難
問
に
試
行
錯
誤
を
続
け
な
が
ら

あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
く
し
て
一
年
間
を
乗

り
切
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
改
め
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
問
題
は
終
息
の

兆
し
を
見
せ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
い
て
の
対

策
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
毎
年
１
月

３
日
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
成
人
式
で
あ

り
ま
す
が
、
本
年
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
延
期
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
楽
し

み
に
さ
れ
て
お
ら
れ
た
新
成
人
の
皆
様
、
ご

家
族
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
申
し
訳
な
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
町
の
状
況
や
益
田

圏
域
の
医
療
体
制
等
を
総
合
的
に
鑑
み
た
上

で
、
万
が
一
を
考
え
た
時
に
、
慎
重
に
も
慎

重
な
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
何
卒
ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
よ

一
方
で
、
昨
年
に
お
い
て
も
全
国
的
に
豪

雨
災
害
が
発
生
し
、
河
川
の
氾
濫
等
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
防
災
・
減

災
対
策
が
現
代
の
最
重
要
な
行
政
課
題
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
河
川
整

備
や
治
山
事
業
等
の
ハ
ー
ド
整
備
を
島
根
県

と
連
携
し
、
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
町
民
の
皆
様
の
日

頃
か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
令
和
３
年
と
な
る
本
年
は
、
丑

年
と
な
り
ま
す
。
丑
年
は
、「
我
慢
、
耐
え
る
」

年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
更
に
は
「
こ

れ
か
ら
発
展
す
る
前
触
れ
」
に
な
る
年
と
も

言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
様
々
な
課
題
に

忍
耐
を
強
い
ら
れ
る
現
在
を
象
徴
し
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
発
展
に
向

か
う
重
要
な
転
換
点
と
な
る
こ
と
を
信
じ
、

引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
心
豊
か
に
安

心
し
て
、
い
つ
ま
で
も
津
和
野
町
で
暮
ら
し

て
頂
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
よ
り
一
層
の
温
か

い
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め

関
係
者
ご
一
同
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※本紙に掲載した新年の挨拶は、先日サンネットにちはらで

放送した内容を一部編集し掲載しています。

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
津
和
野
町
で

生
活
を
送
る
上
で
の
満
足
度
を
向
上
す
る
と

い
う
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
事
業
を
よ
り
一

層
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
の
健
康

や
生
活
へ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
、
高
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
、
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
な
ど
、
各
種
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
年

に
お
い
て
様
々
な
行
財
政
改
革
を
行
っ
て
き

た
中
で
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
果
実
を
子
育

て
施
策
へ
還
元
し
、
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図

り
、
子
育
て
の
応
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

も
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
津
和
野
高
校
の
魅
力
化
は
、
現
在
で
は

全
国
か
ら
入
学
者
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
数

多
く
の
視
察
を
頂
く
ま
で
の
高
い
注
目
を
集

め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
成
果
を
更
に
発
展
さ

せ
る
べ
く
、
現
在
、
「
０
歳
児
か
ら
の
人
づ

く
り
事
業
」
と
し
て
、
幼
児
期
か
ら
小
・
中

学
校
、
そ
し
て
高
校
ま
で
の
一
体
的
な
ふ
る

さ
と
教
育
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
「
教
育
の

町
、
津
和
野
町
」
と
し
て
定
住
施
策
の
柱
に

据
え
、
U
タ
ー
ン
の
推
進
と
教
育
移
住
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新年のお慶びを申し上げます
津和野町長 下森 博之
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3　広報つわの

津和野町の保育所どんなとこ？

　様々な活動や日々の生活を
通して、探究心を深め、味わ
う満足感や達成感を意欲と自
信につなげていけるよう、一
人ひとりの心身の成長に丁寧
に寄り添い、小規模園ならで
はのきめ細かな保育につとめ
ています。

TEL:0856-72-1595

　牧場のフィールドで、本当
の生きる力につながる保育、
時代のニーズ【主体的・対話
的で深い学び】を意識し見守
り、共感することを大切にし
た保育を目指しています。

 
 
 

TEL:0856-76-0180
 

　地域の老人会、福祉会との
年3・4回交流。
　年長児が地域の方に茶道を
教わるなど、地域と一緒に子
育てをしています。

TEL:0856-75-0230
 

　子どもの可能性を広げてい
きます。興味をもった時がチ
ャンス！！
　★2022年度より新園舎で
の保育がスタートします。

TEL:0856-74-0742

　自然豊かで、子ども一人ひ
とりにしっかり向き合い、見
守られながら、自分で考え、
工夫し決定し、認められる喜
びが味わえる保育に努めま
す。
　2021年度より、新園舎に
なります！

TEL:0856-73-0022

　園児の数は10人。
　小規模保育園として一人ひ
とりとゆっくり向き合うこと
ができます。
　子育て支援センターも毎日
開設中！地域・保護者同士の
交流の場もあり、そんなあた
たかい居心地の良い場所を提
供しています。

TEL:0856-72-0640

⼭のこども園

うしのしっぽ(私⽴）

津和野幼花園

(私⽴）

⻘原保育園

（公⽴）

⽇原保育園

（私⽴）

畑迫保育園

（公⽴）

⽊部さとやま

保育園（私⽴）

直地保育園

(私⽴）

津和野町の特色も様々な７つの保育園をご覧ください。全園、園児募集中です！

定員：70名

定員：30名定員：50名

定員：12名定員：12名 定員：12名定員：1�名

　キリスト教に根ざしたカト
リック園では、子どもたち一
人ひとりを大切にし、そのい
のちと心の輝きが育つ環境を
整えることに努めます。

 
 

TEL:0856-72-0218

3　広報つわの
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令和３年度

申
告
の
必
要
な
方
は
必
ず
期
間
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町
県
民
税
等
の
申
告
を
し
な
い
と
、
児
童
手
当
、
保
育
所

の
入
所
や
公
営
住
宅
入
居
の
申
込
み
な
ど
の
各
種
申
請
に
必
要
な
所
得
証
明
等
の
発
行
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
軽
減
措
置
の
対
象
に
な
る
人
で
も
、
所
得
が
不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
に
あ
た
り
次
の
事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
務
署
等
で
令
和
２
年
分
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
人
は
、
こ
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
務
署
か
ら
申
告
案
内
が
送
ら
れ
て
き
た
方
で
、
津
和
野
町
で
申
告

を
さ
れ
る
場
合
は
、
送
ら
れ
て
き
た
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）
等
収
入
に
関
す
る

書
類
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
所
得
控
除
に
関
す
る
書
類
、

印
鑑
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
農
業
収
支
申
告
に
つ
い
て

収
入
支
出
明
細
簿
（
月
ご
と
の
集
計
）
、
月
別
総
括
表
（
年
間
分

の
集
計
）
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
帳
簿
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
1
月
よ
り
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
が
拡
大
さ
れ
、

農
業
所
得
の
あ
る
す
べ
て
の
方
が
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載

し
た
帳
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
準
備
を

さ
れ
ず
に
申
告
に
来
ら
れ
た
場
合
に
は
、
申
告
を
受
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
令
和
２
年
中
に
新
た
に
購
入
さ
れ
た
農
具
や
支
払
代
金
が
あ
る

方
は
、
購
入
金
額
及
び
年
月
日
の
確
認
の
た
め
、
領
収
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
減
価

償
却
を
す
る
場
合
は
、
新
品
か
中
古
品
か
で
耐
用
年
数
の
計
算
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
年

式
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
傭
人
費
、
も
み
す
り
料
は
依
頼
者
、
耕

作
者
共
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
の
農
協
等
へ
の

農
産
物
委
託
販
売
に
つ
い
て
、
実
際
の
販
売
額
（
販
売
手
数
料
を
控
除
す
る
前
の
額
）
を

課
税
売
上
げ
（
農
業
収
入
）
と
し
、
販
売
手
数
料
を
課
税
仕
入
れ
（
農
業
経
費
）
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
計
上
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
自
家
消
費
の
み
の
場
合
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、
田
畑
等
を
貸
し
、
小
作
料
（
金
納
、

物
納
）
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
は
不
動
産
所
得
と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

※
肉
用
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い
て
も
、
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
売
却
価
格
が

１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
課
税
特
例
（
免
税
）
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
告
期
間

令
和
３
年
2
月
16
日
（
火
）
か
ら
3
月
15
日
（
月
）

申
告
の
必
要
な
方
は
必
要
書
類
（
※
）
お
よ
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
）
等
収
入
に
関
す
る
書
類
や
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
等
所

得
控
除
に
関
す
る
書
類

所
得
税
確
定
申
告
書
等
の
提
出
時
に
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す

ご
家
族
分
の
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
ご
自
宅
等
か
ら
e
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
送
信
す
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
の
提
出
は
不
要

で
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
い
る
場
合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

番
号
確
認
書
類
（
①
）
と
身
元
確
認
書
類
（
②
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

①
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
い
ず
れ
か
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
）

②
運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
う
ち
１
つ

税

町

県

民民

国
民
健
康
保
険険

のの
申
告

相
談
本庁舎税務住民課

☎74-0069
津和野庁舎総合窓口

☎72-0663
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②
勤
労
所
得
者
に
つ
い
て

大
工
、
左
官
、
土
木
作
業
、
そ
の
他
日
雇
で
一
定
の
勤
め
先
の
な
い
人
（
大
工
、
左
官

で
請
負
業
は
除
く
）
は
収
入
・
支
出
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
生
命
保
険
契
約
の
年
金
及
び
一
時
金
（
満
期
金
等
）
に
つ
い
て

　

生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
は
、
雑
所
得
と
な
り
申
告
が
必
要
で
す
。
町
県
民

税
賦
課
後
に
判
明
し
税
額
の
更
正
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
所
得
税
の
確
定
申
告
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
で
も
、
町
県

民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。
）

ま
た
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
満
期
受
取
金
等
も
一
時
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
告
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
た
め
に
支

払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医
療
機
関
・
各
人
ご
と
に
集
計
し
、

明
細
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
な
ど
か
ら
補
て
ん
金
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
分
よ
り
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
控
除
を

受
け
る
に
は
一
定
の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
健
康
診
断
の
結
果
通

知
等
）
の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
で
す
。

お
む
つ
使
用
証
明
に
つ
い
て
は
、
病
院
に
て
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
適
用
者

の
場
合
の
２
年
目
以
降
は
役
場
健
康
福
祉
課
に
て
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑤
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
負
担
す
る

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
、
国
民
年
金
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険

料
を
支
払
っ
た
方
（
年
金
特
徴
の
場
合
は
年
金
受
給
者
、
口
座
引
落
の
場
合
は
口
座
の
名

義
人
）
の
控
除
と
な
り
ま
す
。
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
（
年

金
特
徴
の
場
合
は
年
金
の
源
泉
徴
収
票
が
証
明
書
と
な
り
ま
す
。
）

国
民
年
金
保
険
料
（
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機

構
が
発
行
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
生
命
保
険
料
控
除

受
取
人
が
あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
の
生

命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の
掛
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
一

定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
申
告
に
は
、
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明

書
が
必
要
で
す
。

⑦
地
震
保
険
料
控
除

あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
が
常
時
居
住
し

て
い
る
家
屋
等
（
生
活
用
資
産
）
に
掛
け
ら
れ
る
地
震
等
を
原
因
と
し
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
る
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
地
震
等
損
害
部
分
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
や
平
成

18
年
12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
一
定
の
長
期
損
害
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
等
を
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
の
金
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
申
告
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

⑧
扶
養
控
除

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
、
扶
養
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県
民
税
の
非

課
税
限
度
額
等
の
算
定
基
準
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
が
必
要
で
す
。

⑨
障
害
者
控
除

あ
な
た
や
、
あ
な
た
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親
族
に
障
が
い
者

が
あ
る
と
き
は
、
一
定
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
障
害
者
手
帳
か
、
役
場
発
行

の
障
害
者
控
除
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

⑩
町
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

平
成
21
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方
で
、
源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
額
が
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

額
」
よ
り
大
き
い
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
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⑪
配
当
所
得
等

住
民
税
の
課
税
方
式
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
異
な
る
課
税
方
法
を
選
択
す
る
場
合
は
、

納
税
通
知
書
の
送
達
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

⑫
令
和
３
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
町
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て

■
給
与
所
得
控
除

・
給
与
所
得
控
除
額
が
一
律
10
万
円
引
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
公
的
年
金
等
控
除

・
公
的
年
金
等
控
除
額
が
一
律
10 

万
円
引
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
基
礎
控
除

・ 

基
礎
控
除
額
が
10
万
円
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

・ 

合
計
所
得
金
額
が
２
千
４
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
、
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
控
除

額
が
少
な
く
な
り
、
２
千
５
０
０
万
円
を
超
え
る
と
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
基
礎
控
除
の
上
限
と
同
じ
く
、
合
計
所
得
金
額
が
２
千
５
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
、

調
整
控
除
も
適
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。（
調
整
控
除
…
町
県
民
税
と
所
得
税
の
人
的

控
除
額
の
差
に
基
づ
く
負
担
増
の
減
額
措
置
）

■
扶
養
親
族
等
の
合
計
所
得
金
額
要
件
等

・ 

同
一
生
計
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
、
配
偶
者
特
別
控
除
に
係
る
配
偶
者
、
勤
労
学
生

控
除
の
要
件
と
な
る
合
計
所
得
金
額
の
基
準
額
が
10
万
円
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

・ 

家
内
労
働
者
等
の
事
業
所
得
等
の
所
得
計
算
の
特
例
に
よ
り
、
算
入
す
る
必
要
経
費
の

最
低
保
証
額
が
65
万
円
か
ら
55
万
円
に
引
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制
上
の
措
置
お
よ
び
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し

・「
ひ
と
り
親
控
除
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、住
民
票
の
続
柄
に
「
夫
（
未
届
）」、

「
妻
（
未
届
）」
の
記
載
が
あ
る
人
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
寡
婦
も
同
様
。

・ 

婚
姻
歴
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
計
を
同
じ
と
す
る
子
（
総
所
得
金
額
等
が
48
万
円

以
下
）
を
有
す
る
ひ
と
り
親
（
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
下
）
に
つ
い
て
、
ひ

と
り
親
控
除
（
控
除
額
30
万
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・ 

ひ
と
り
親
控
除
適
用
外
の
寡
婦
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
寡
婦
控
除
（
控
除
額
26
万
円
）

が
適
用
さ
れ
、
子
以
外
の
扶
養
親
族
を
有
す
る
寡
婦
に
つ
い
て
も
所
得
制
限
（
合
計
所

得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
下
）
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
給
与
所
得
か
ら
所
得
金
額
調
整
控
除
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
給
与
収
入
金
額
が
８
５
０
万
円
を
超
え
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

　

所
得
金
額
調
整
控
除
額

　

＝
（
給
与
の
収
入
額
（
上
限
１
千
万
円
）
−
８
５
０
万
円
）
× 

10
％

②
給
与
所
得
と
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
両
方
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
合
計
額
が
10
万

円
を
超
え
る
場
合
（
両
方
の
控
除
額
の
引
下
げ
に
よ
り
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
給

与
所
得
か
ら
10
万
円
を
限
度
に
控
除
）

　

所
得
金
額
調
整
控
除
額

　

＝
（
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
（
上
限
10
万
円
）
＋
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
金

額
（
上
限
10
万
円
））
−
10
万
円

※
①
の
控
除
が
あ
る
場
合
は
、
①
の
控
除
後
の
金
額
か
ら
控
除
し
ま
す
。

■
非
課
税
範
囲
の
見
直
し

津
和
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
個
人
の
町
県
民
税
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。



7　広報つわの

１
２

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

    

    

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ＊印刷して所轄の税務署へ提出することもできます。  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先：益田税務署 ℡(0856)22－0444（代表） 

  

 
 
  

 

 

※令和３年１⽉中旬から運⽤開始 

２
１

感染症防止の観点から 

確定申告会場の混雑緩和のため 

会場への入場には「入場整理券」が必要です。 

 

友だち追加は 
こちらから︕ 

２ 

給与所得、雑所得や一時所得がある方など、多
くの方がスマホ専用画面をご利⽤いただけます。  

 

 

 

 

入場整理券は、会場で当日配付。 
ＬＩＮＥから、事前発行もできます。 
※国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントを友だち追加してください。 

１

◆申告書を作成 

画面の案内に

従って⾦額等を

入⼒し作成。 

◆申告書を送信 

 ○ マイナンバーカード方式 

 ○ ID・パスワード方式 

いずれかの方法で送信。 

申告書の作成 
はこちらから︕ 



申
告
が
必
要
で
す

いいえ

いいえ

いいえ

はいはいはい

いいえ いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ
いいえいいえ

いいえ

いいえ

はい はい

はい

スタートから進み、申告が必要か不要か判断する目安にして下さい。スタートから進み、申告が必要か不要か判断する目安にして下さい。

同
居
し
て
い
る
家
族
の
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶

養
控
除
対
象
者
で
す
か
？

申
告
が
必
要
で
す

申
告
が
必
要
で
す

申
告
は
不
要
で
す

申
告
は
不
要
で
す

令
和
３
年
１
月
１
日

時
点
で
居
住
し
て
い

た
市
町
村
に
照
会
し

て
く
だ
さ
い

令
和
２
年
中
に
収
入
が
あ

り
ま
し
た
か
？

（
こ
の
収
入
に
は
、
遺
族
・
障
害
年
金
、

失
業
保
険
な
ど
の
非
課
税
の
給
付
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

収
入
は
１
ヶ
所
か
ら
の
給

与
所
得
の
み
で
、
年
末
調

整
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

収
入
は
公
的
年
金
等
で
す
か
？

令
和
３
年
１
月
１
日
時
点
の
あ
な
た

の
年
齢
は
65
歳
以
上
で
し
た
か
？

年
金
収
入
が
年
間
98
万
円
を

超
え
て
い
ま
す
か
？

年
金
収
入
が
年
間
１
４
８
万

円
を
超
え
て
い
ま
す
か
？

営
業
・
農
業
・
不
動
産
・
一
時
・

譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
？

年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い

給
与
が
あ
り
ま
す
か
？

スタート

令
和
３
年
１
月
１
日
時

点
で
津
和
野
町
に
居
住

し
て
い
ま
し
た
か
？

「
申
告
は
不
要
」
と
な
っ
た
方
で
も
、

医
療
費
控
除
や
寄
付
金
控
除
、
雑
損
控
除

を
受
け
た
い
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
生
命
保
険
等
の
一
時
金
（
満
期

金
）
や
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
が
必

要
で
す
。
遺
族
・
障
害
年
金
等
は
非
課
税

で
す
が
、
津
和
野
町
の
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
ご
加
入
の
方

で
、
ど
な
た
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い

方
は
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
譲

渡
所
得
や
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方

は
、
津
和
野
町
の
申
告
会
場
で
は
お
受
け

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
益
田

税
務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不

明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
２
月
15
日

（
月
）
ま
で
に
税
務
住
民
課
（
☎
74
・

０
０
６
９
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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令和３年度 町県民税・国民健康保険税申告受付日程

日 曜
津和野地域

日 曜
日原地域

地区名 受付時間 会場 地区名 受付時間 会場

2/16 火

寺田上・寺田下・

促進住宅・下千原・

上千原・岩瀬戸 9:00~12:00

13:00~15:00
小
川
公
民
館

2/16 火 青原

9:00~12:00

13:00~15:00
青原公民館

2/17 水
和田・麓耕・

商人上・日浦
2/17 水

小瀬・青原団地・ 

大木・二俣・鹿谷

2/18 木
直地上・野広

（12 時まで）
9:00~12:00 2/18 木 柳・添谷

2/19 金

畑迫地区
9:00~12:00

13:00~15:00

畑
迫
公
民
館

2/19 金 三渡曽庭・脇本 9:00~12:00

13:00~15:00

池河地区コミュニ

ティセンター2/22 月 2/22 月 堤田

2/24 水 2/24 水 左鐙東・左鐙西
9:00~12:00

13:00~15:00
左鐙公民館

2/25 木

木部地区
9:00~12:00

13:00~15:00

木
部
公
民
館

2/25 木
上横道・下横道・ 

一ノ谷（12 時まで）
9:00~12:00

2/26 金 2/26 金 小直

9:00~12:00

13:00~15:00

保健福祉センター

やまびこ

（２F　和室）

3/1 月 3/1 月 滝元上・滝元下

3/2 火

橋南地区

9:00~12:00

13:00~15:00

町
民
セ
ン
タ
ー
講
義
室

3/2 火 商人下・宿谷・程彼

3/3 水 3/3 水

相撲ヶ原上・相撲ヶ原

下・須川元郷・日浦東・

日浦西

3/4 木 3/4 木 野地・野口

3/5 金
橋南地区 

笹山地区
3/5 金

畳・新地・ 

下左鐙・木ノ口住宅

3/8 月
橋北地区 

笹山地区

3/8 月 木ノ口上・木ノ口下

3/9 火 3/9 火 枕瀬東・枕瀬西

3/10 水 3/10 水 栄町・旭町上下・扇町・

春日町・幸町・金見町

上下・山根町・清水町・

星の里（予定日に都合

の悪かった方）

3/11 木

全町

3/11 木

3/12 金 3/12 金

3/15 月 3/15 月

9　広報つわの

ご迷惑をおかけします。申告相談は、税務住民課窓口 及び商工観光課総合窓口では出来ません。

税務担当職員全員が申告会場に出向きますので、役場窓口での対応に不自由をおかけしますが、皆さまの税務担当職員全員が申告会場に出向きますので、役場窓口での対応に不自由をおかけしますが、皆さまの

ご理解・ご協力をお願いします。ご理解・ご協力をお願いします。
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つわの暮らし推進課☎ 74-0092

令
和
２
年
12
月
17
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
た
令
和
２
年
度
島

根
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
に
お

い
て
、
安
見
隆
義
さ
ん
が
知
事

感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
、
令
和
３

年
１
月
５
日
（
火
）
に
町
長
室

に
て
知
事
感
謝
状
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
31
年
度
以
前

に
、
統
計
調
査
に
従
事
し
た
年

（
各
種
統
計
調
査
の
実
施
期
日

が
属
す
る
年
）
が
通
算
し
て
、

5
年
以
上
の
実
績
の
あ
る
方
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
指

導
員
を
除
く
）

豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に

は
、
国
民
年
金
だ
け
で
は
十
分

と
は
言
え
ず
、
老
後
の
生
活
費

は
自
分
で
準
備
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
農
業
者
の
皆
様
も
、

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
安
心

で
豊
か
な
老
後
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

加
入
要
件

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
付
加
年
金
へ
の
加
入
が
必

要
で
す
）

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

③
年
齢
が
20
歳
以
上
60
歳
未
満

農
業
者
年
金
の
特
徴

①
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入

で
き
ま
す
。

②
保
険
料
（
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
）
は
自
分

で
選
べ
、
い
つ
で
も
見
直
し

で
き
ま
す
。

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
控

除
等
、
税
制
面
で
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

④
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年

金
で
す
。

⑤
終
身
年
金
で
、
80
歳
ま
で
の

死
亡
一
時
金
も
あ
り
ま
す
。

⑥
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
と
個
人
の
備
え
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
て

将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

農業委員会☎ 72-0653
農業者年金に加入し将来の安心を！

健康福祉課☎ 72-0651

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
２

週
間
以
内
に
「
国
民
年
金
加
入

の
お
知
ら
せ
」
、
「
国
民
年
金
保

険
料
納
付
書
」
、
「
国
民
年
金
の

加
入
と
保
険
料
の
ご
案
内
」
、

「
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

制
度
と
学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
「
年
金
手
帳
」
は
別
途

送
付
さ
れ
ま
す
。
「
年
金
手
帳
」

は
保
険
料
納
付
の
確
認
や
、
将

来
年
金
を
受
け
取
る
際
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
（
但
し
、
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ

た
方
や
障
害
・
遺
族
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
（
し
て
い
た
方
）

は
除
か
れ
ま
す
）
。

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
約
２
週

間
程
度
経
過
し
て
も
「
国
民
年

金
加
入
の
お
知
ら
せ
」
等
が
届

か
な
い
場
合
は
、
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、

健
康
福
祉
課
ま
た
は
本
庁
舎
総

合
窓
口
、
も
し
く
は
浜
田
年
金

事
務
所
（
☎
０
８
５
５
・
22
・

０
６
７
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
」
に
同
封
さ
れ
て
い
る
納
付

書
で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ

い
。
保
険
料
は
金
融
機
関
で
の

納
付
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
、
電
子
納

付
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
付
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
に
、
学
生

納
付
特
例
制
度
や
免
除
・
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
未

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
こ
れ

ら
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
の
方
は
免
除
・
納
付
猶

予
制
度
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。
学
生
納
付
特
例

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
や
免

除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ

て
将
来
の
年
金
額
が
低
額
と
な

り
ま
す
。
但
し
、
後
か
ら
納
付

（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

20 歳になった方は国民年金の被保険者に

安見隆義さん（左）と下森町長（右）

統計調査員へ知事感謝
状贈呈が行われました
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広報つわの 2021 年 1 月 8 日発行

総務財政課☎ 74-0028

支援場所：津和野町役場本庁舎（住民係）、津和野庁舎（総合窓口）

時間：８時 30 分～ 17 時 15 分   　　　　　　　　　　　　　

マイナポイントのサポートを令和３年９月末まで延長します！

マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
申

し

込

み

は
、

お
一
人
一
回

限
り
で
す
。
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島
根
県
初
上
映
！

「
日
本
の
報
道
の
問
題
点
に
迫

り
、
高
く
評
価
さ
れ
た
社
会
派

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
」

青
原
地
域
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
と
青
原
公
民
館
が
「
未
来
の

た
め
に
現
在
を
知
る
ワ
ン
コ
イ

ン
上
映
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

森
達
也
監
督
は
「
観
な
が
ら

あ
な
た
に
も
考
え
て
ほ
し
い
、

悩
ん
で
ほ
し
い
。
あ
る
べ
き
報

道
の
姿
と
は･

･
･

。
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

■
上
映
作
品

「
i
新
聞
記
者
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」

■
上
映
日

２
月
20
日
（
土
）
、
21
日
（
日
）

■
上
映
時
間

①
10
時
、
②
14
時
、
③
19
時

■
会
場　

青
原
公
民
館

■
鑑
賞
料

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

※
開
場
は
上
映
開
始
30
分
前

※
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
は
21
日

の
②
の
み

※
予
約
優
先
（
定
員
に
達
し
て

い
な
い
場
合
は
、
当
日
入
場

も
可
能
で
す
が
、
お
早
目
の

ご
予
約
を
勧
め
し
ま
す
。）

青原公民館☎ 75-0039
ワンコイン上映会　『i 新聞記者ドキュメント』

つわみん活動日記つわみん活動日記

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは担当課までお問い合わせください。【問い合わせ先】商工観光課 ☎ 72-0652

益田広域消防本部 津和野分遣所に行ったんよ

消防士の寺
て ら い

井昌
ま さ と

史さんに、これからの季節、

どんなことに気をつけたらいいんか、話を聞

いてきたんじゃ～

そしたら、

『たばこの火の消し忘れ』

『ストーブなどの電気器具の消し忘れ』

に気を付けてって！

みんな、消し忘れに注意だよ

気を付けようよ！

© 2019「ｉ - 新聞記者ドキュメント -」製作委員会

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

青
原
公
民
館
ま
で
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
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広報つわの 2021 年 1 月 8 日発行

2/28（日） 

①11：00～12：30 

②14：30～16：00 

会‒ 場：青原公民館‒

入場料：‧•• 円‒

（開‒場：各回とも‥•分前）

前‒

「メディア＆政治 
おもしろウォッチング」 

※予約優先です。定員に達していない場合は当日入場も可能ですが、お早目のご予約をℭ

お勧めしております。お気軽に下記までお問い合わせください。ℭ

【ご予約・お問合わせ】：青原公民館 ☎ 0856（75）0039   主催：青原公民館（津和野町教育委員会） 

ᴾ ᴾ ᴾ ―島根県ᴾ初講演！―ᴾ

そそううだだっったたののかか  !!!!  

    目目かからら  

          ウウロロココ  

  
講師：上西充子先生� �
法法政政大大学学キキャャリリアアデデザザイインン学学部部教教授授��

国国会会パパブブリリッッククビビュューーイインンググ代代表表��

�

法法政政大大学学教教授授ℭℭ上上西西充充子子先先生生ががℭℭ
「「報報道道・・政政治治とと私私たたちちのの関関係係」」ℭℭ
ににつついいてて丁丁寧寧にに解解説説ししまますす！！ℭℭ

世にも奇妙なものがたり LQJ�

メディアがだらしない？ 

政治に期待ができない？  

はてさて･･･ℭ

 

 

「ご飯論法」ℭ
を指摘した！ℭ
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Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

石見神楽文京公演 2021石見神楽文京公演 2021

鷗外マルクトドイツクリスマスマーケット鷗外マルクトドイツクリスマスマーケット

２月 27 日 ( 土 ) に、毎年恒例の石見神楽文京公演が文京シビックホールで開催する予定です。首都圏に
お住いの石見出身者の方や、石見神楽に興味のある方々へぜひお知らせください。
開催概要は、津和野町東京事務所の HP をご覧の上、お申し込みください。
http://tsuwano-tokyo.net/

12/12( 土 ) ～ 13( 日 ) に、文京区立森鷗外記念館
で開催されたイベントに出店しました。初日は、つ
わの栗の焼き栗実演販売も行いました。大きなつわ
の栗に驚く方も多く、用意していた栗はすべて完売
となりました！旅行した時の思い出を楽しそうにお
話しされる方も懐かしむように特産品を購入されま
した。

す
る
こ
と
」
、
「
新
し
い
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
、
「
タ
バ

コ
を
止
め
る
こ
と
」
、
「
整
理
整

頓
」
や
「
お
金
に
関
す
る
こ
と
」

が
多
く
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
本
の
虫
な
の
で
、

『
今
年
は
本
を
75
冊
読
も
う
』

と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

目
標
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
新
年
の
抱

負
も
あ
り
ま
す
。
「
毎
日
だ
れ
か

に
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
る
」
、

「
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
時
間

を
取
る
」
、
「
感
謝
の
気
持
ち
を

持
つ
」
な
ど
で
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
今
年
の
新

年
の
抱
負
に
迷
っ
て
い
る
の
な

ら
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
２
０
２
１

年
が
よ
り
良
い
年
に
な
る
よ
う

に
、
周
り
の
人
と
自
分
に
優
し

く
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
望
ん
で
い
ま
す
。

お
正
月

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

世
界
中
の
人
が
苦
し
み
や
不
安

を
抱
い
た
一
年
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
完
成
を

期
待
し
て
、
２
０
２
１
年
は
平

穏
な
日
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
祈

っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
な
ら
日

本
や
ア
メ
リ
カ
の
独
自
の
文
化

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
書
き
ま
す

が
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
両
方
の
国
に
共
通
し
て
い

る
文
化
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
「
新
年
の
抱
負
」

で
す
。

新
年
の
抱
負
は
ア
メ
リ
カ
で

「N
e

w
 Y

e
a

rs R
e

so
lu

tio
n

s

」

と
言
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

日
本
の
お
正
月
の
よ
う
に
何
日

間
か
休
み
に
な
っ
た
り
、
実
家

に
帰
っ
た
り
は
し
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
人
が
カ
レ
ン
ダ
ー
を
変

え
る
と
同
時
に
自
分
の
人
生
を

か
え
り
み
て
、
今
ま
で
よ
り
い

い
生
活
を
送
り
た
い
と
考
え
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
新
年

の
抱
負
を
検
索
す
る
と
、
「
運
動

商工観光課☎ 72-0652

CIR（国際交流員）のアリーが出身国の魅力や文化、
身の回りで感じたことを取り上げて紹介します。

アリーの ○ ○ な 話アリーの ○ ○ な 話
ま る ま るま る ま る
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広報つわの 2021 年 1 月 8 日発行

ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

の各テーマについて生徒とオトナが対話をする熱の各テーマについて生徒とオトナが対話をする熱

気に包まれた１時間となりました。気に包まれた１時間となりました。

生徒の感想生徒の感想

・１対１だと初対面の人とも会話できることがわ・１対１だと初対面の人とも会話できることがわ

かった。人それぞれいろんな人生を歩んできて、かった。人それぞれいろんな人生を歩んできて、

自分の知らない世界や価値観があることがわかっ自分の知らない世界や価値観があることがわかっ

た。た。

・自分には挑戦したいことや、興味を持っている・自分には挑戦したいことや、興味を持っている

ことがしっかりとあったことに気づいた。将来しことがしっかりとあったことに気づいた。将来し

たいことが自分にはあるので、その目標を達成でたいことが自分にはあるので、その目標を達成で

きるように、後悔しないようにしっかり勉強をしきるように、後悔しないようにしっかり勉強をし

たり、自分で考えて行動できる人になりたい。たり、自分で考えて行動できる人になりたい。

・大人の方と話すと、話を最後まで聞いていただ・大人の方と話すと、話を最後まで聞いていただ

いた後に自分の体験談や知らない情報について話いた後に自分の体験談や知らない情報について話

していただき、参考になることがたくさんあっしていただき、参考になることがたくさんあっ

た。冗談を挟んだり、将来を応援して下さったりた。冗談を挟んだり、将来を応援して下さったり

して、とても楽しかった。して、とても楽しかった。

ツコウの情報を『津和野高校ホーツコウの情報を『津和野高校ホー

　ムページ』にて発信しております　ムページ』にて発信しております

→http://tsuwano.ed.jp/→http://tsuwano.ed.jp/

「トークフォークダンス」で地域のオトナと交流「トークフォークダンス」で地域のオトナと交流

しました♪しました♪

12月11日（金）に１年生68名が地域のオトナ12月11日（金）に１年生68名が地域のオトナ

と１対１で話をする「トークフォークダンス」にと１対１で話をする「トークフォークダンス」に

参加しました。今年は感染症対策に配慮し、オン参加しました。今年は感染症対策に配慮し、オン

ライン中継による司会進行のもと５つの会場に分ライン中継による司会進行のもと５つの会場に分

かれて開催しました。今回のトークフォークダンかれて開催しました。今回のトークフォークダン

スは、多様な人と出会い、コミュニケーションをスは、多様な人と出会い、コミュニケーションを

楽しむことや総合的な探究の時間の活動である楽しむことや総合的な探究の時間の活動である

「ブリコラージュゼミ」の振り返りを深めるきっ「ブリコラージュゼミ」の振り返りを深めるきっ

かけとすることを目的として行われました。総かけとすることを目的として行われました。総

勢84名の地域の勢84名の地域の

オトナの方々に参オトナの方々に参

加していただき、加していただき、

「 自 分 」 、 「 ブ「 自 分 」 、 「 ブ

リ コ ラ ー ジ ュ ゼリ コ ラ ー ジ ュ ゼ

ミ」、「津和野」ミ」、「津和野」

お米贈呈式の様子お米贈呈式の様子

11月11日（水）、HAN-KOHでは毎年恒例の11月11日（水）、HAN-KOHでは毎年恒例の

お米贈呈式を行いました。お米贈呈式を行いました。

毎年、津和野町鷲原にあるSL田んぼ（JR山口毎年、津和野町鷲原にあるSL田んぼ（JR山口

線のSLを型どって稲が植えられた田んぼ）で青線のSLを型どって稲が植えられた田んぼ）で青

木和憲さんが収穫したお米をご提供頂いていま木和憲さんが収穫したお米をご提供頂いていま

す。お米はスタッフが毎日炊き、生徒が塾の講座す。お米はスタッフが毎日炊き、生徒が塾の講座

の合間や休憩中におにぎりにして、おやつや夜食の合間や休憩中におにぎりにして、おやつや夜食

代わりに美味しく頂いています。代わりに美味しく頂いています。

贈呈式には生産者の青木さんにお越し頂き、贈呈式には生産者の青木さんにお越し頂き、

「たくさんお米を食べて、これからの時代に必要「たくさんお米を食べて、これからの時代に必要

になる英語の勉強に励んでください」とのお言葉になる英語の勉強に励んでください」とのお言葉

を頂きました。HAN-KOHからは、生徒代表の高を頂きました。HAN-KOHからは、生徒代表の高

校生が「毎日自由におにぎりが食べれられること校生が「毎日自由におにぎりが食べれられること

は当たり前だと思わない。塾や生徒たちが地域のは当たり前だと思わない。塾や生徒たちが地域の

方々に支えられている証拠。とても感謝していま方々に支えられている証拠。とても感謝していま

す」とお礼の言葉を述べました。す」とお礼の言葉を述べました。

式の後は、毎年恒例となっている新米ふるま式の後は、毎年恒例となっている新米ふるま

い。生徒とスタッフは、普段より豪華に揃えたふい。生徒とスタッフは、普段より豪華に揃えたふ

りかけやご飯のおともと一緒に新米のおにぎりりかけやご飯のおともと一緒に新米のおにぎり

を堪能し、用意した15合をきれいに平らげましを堪能し、用意した15合をきれいに平らげまし

た。参加生徒・スタッフ一同が、日頃からお世話た。参加生徒・スタッフ一同が、日頃からお世話

になっているお米への感謝の気持ちを新たにできになっているお米への感謝の気持ちを新たにでき

る特別な機会となりました。る特別な機会となりました。

町営英語塾HAN-KOHに関する町営英語塾HAN-KOHに関する

情報はwebでご覧ください！情報はwebでご覧ください！

→http://hankoh-tsuwano.com/→http://hankoh-tsuwano.com/

→https://www.facebook.com/→https://www.facebook.com/

HANKOH2014/HANKOH2014/

HH
ハ ン コ ーハ ン コ ー

AN-KOHAN-KOH だ よ りだ よ り

ホームページ

  facebook
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金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

津和野温泉なごみの里

シルクウェイにちはら

なごみ

シルク

27262524

20191817

10

3

11 12 13

654

◎行政相談・心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎日原図書館・津和野図書館
　休館日

◎桑の葉湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎ワーク　WORK　相談
（障害者福祉センター /13:00~）

◎音読会 
（津和野図書館 /14:00~）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /14:30~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎ワンコイン上映会「ｉ新聞記
者ドキュメント」
( 青原公民館 / ① 10:00 ② 14:00

③ 19:00)

◎行政相談・人権相談
　明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:30~16:00）

　　  ◎ぴょんぴょん教室 （津和野

　　　子育て支援ｾﾝﾀｰ/9:45~11:15）

◎育児相談
（津和野子育て支援ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）

◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）

◎乳児健診（プラサ枕瀬 / 午後）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:30~15:15）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎だいだい湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）

◎かけはしの会
（まちせ /14:00~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）

◎フォロー教室※１

（池河公民館 /10:00~11:30）

◎桑の葉湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎遺言・後見相談
（ふくせ /13:30~16:00）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎西周生誕記念講演会
（森鷗外記念館 /14:00~15:30）

◎明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎囲碁クラブ
（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎キラキラ体操教室
（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:30~11:30）

（木部公民館 /13:30~14:30）

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎さくら会※１

（須川公民館 /10:00~11:30）

◎だいだい湯（露天風呂にて）
（なごみ /10:00~21:00）

◎水彩画教室
（まちせ /19:00~）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）

◎行政相談・人権相談
　心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎史談会（まちせ /13:30~）

◎グラウンド・ゴルフ定例大会
（津和野町グラウンド・ゴルフ場

/9:00~13:30）

◎フラダンス教室
 （プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

建国記念の日

やま

やま

福セ

福セ

福セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

なごみ

やま

やま

やま



17　広報つわの カ レ ン ダ ー の
略字表記について

各料金・税金は納付期限までに

納付しないと、20 日以内に督

促状を発送します。

その後の納付には 100 円の手

数料が別途必要となります。

■行政相談

総務財政課 ････････☎ 74-0028

■交通事故相談　島根県交通

事故相談所 ☎ 0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課 ････････☎ 74-0059

■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手

話生活相談 , 心の相談 , ひ

とり親巡回就業相談
健康福祉課 ････････☎ 72-0657

　　　　　 ････････☎ 72-0673

■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
　　　　　　　社会福祉協議会

津和野支所 ･･････☎ 72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会

本所日原支所 ････☎ 74-1617

■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館 ････☎ 74-0302

■ 3Ｂ体操,，水彩画教室
津和野町民センター ☎ 72-2070

■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室

　地域包括支援センター

 ☎ 72-0683

■うたごえ喫茶
青原公民館 ････････☎ 75-0039

■断酒会　断酒会鹿足支部

 ☎ 090-9061-8012

※１ 地域運動推進員サロン活

動・研修会

※２ ひまわりクラブ

※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作

るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

国民健康保険税…第 11期国民健康保険税…第 11期

後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料

・・・・・・・・・・・・・・第 11 期第 11 期

介護保険料介護保険料・・・・第 11 期第 11 期

納期限 3 月 1 日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央

町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公

22

23

16

98

15

22

28

21

14

7

221

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎第 138 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎ワンコイン上映会「ｉ新聞記
者ドキュメント」
( 青原公民館 / ① 10:00 ② 14:00

③ 19:00)

◎しまね家庭の日※ 3

　　  ◎名賀のぞみクラブ※ 1

　  （名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）

◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野支所/10:00~12:00）

◎パソコン教室 （日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）

（須川公民館 /13:30~14:30）

◎若者なんでも相談会
（やまび /10:30~12:00）

（まちせ /13:30~15:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎さわやか会※１ 
（青原公民館/13:30~15:00)

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎上西充子講演会「メディア＆政
治おもしろウォッチング」

（青原公民館 / ① 11:00 ② 14:30）

◎キラキラ体操教室
（小川公民館 /10:30~11:30）

（まちせ /13:30~14:30）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎音読会
（津和野図書館 /14:00~）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎育児相談
（日原子育て支援ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）

◎小川はつらつクラブ※ 1

（小川公民館 /14:00~15:30）

天皇誕生日

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）

◎キラキラ体操教室
（やまび /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

やま

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

日公

日公

日公

町セ

やま
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津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策
推
進
協
議
会
で
は
、
人

権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
人
権
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
人
権
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

こ
の
活
動
に
対
し
、
町
内
の
学
校
の
ご
協
力
を
得
て
、

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
作
品
を
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　

学
校
名
・
学
年
は
令
和
２
年
度
時
点
。

氏
名
等
は
承
諾
を
得
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
小
学
校
の
部
◇

木
部
小
学
校

と
も
だ
ち
に　

ふ
わ
ふ
わ
こ
と
ば
を　

ふ
や
そ
う
よ

１
年　

藤
村　

麗

み
ん
な
の
え
が
お　

と
も
だ
ち
と　

な
か
よ
く
な
れ
る

ま
ほ
う
だ
よ

２
年　

長
島　

彌
雪

守
ろ
う
よ　

自
分
の
命
と　

み
ん
な
の
命　

み
ん
な
が

な
ん
で
も
で
き
て　

楽
し
い
よ３

年　

有
田　

真

幸
せ
は　

つ
な
が
っ
て　

つ
な
が
っ
て　

う
れ
し
さ
や

い
と
し
さ
も　

生
ま
れ
る
よ
ね４

年　

中
村　

健
新

あ
り
が
と
う　

そ
の
言
葉
だ
け
で　

笑
顔
だ
ね

５
年　

柳
井　

色
葉

ゴ
メ
ン
ネ
の　

そ
の
一
言
で　

笑
顔
に
な
る

６
年　

佐
々
木　

健
祐

友
達
の　

言
葉
一
つ
で　

が
ん
ば
れ
る

６
年　

髙
杉　

菫

日
原
小
学
校

「
じ
ょ
う
ず
だ
ね
。
」
と
も
だ
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を　

み
つ
け
た
よ

１
年　

原
田　

來
翔

元
気
だ
ね　

い
つ
も　

え
が
お
で　

い
い
か
ん
じ

２
年　

竹
内　

翔
愛

考
え
よ
う　

自
分
も
み
ん
な
の　

心
を
ね

３
年　

水
津　

花
彩

「
ご
め
ん
な
さ
い
」　

そ
の
一
言
で　

花
が
咲
く

４
年　

沖
田　

咲
太
朗

差
別
に
ね　

感
せ
ん
せ
ず
に　

思
い
や
り

５
年　

河
野　

遥
佳

人
は
人　

ロ
ボ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
か
ら　

大
切
に

６
年　

向
井　

謙
斗

青
原
小
学
校

く
る
し
い
と
き
に　

お
う
え
ん
す
る
こ
え　

と
ど
い
た
よ

１
年　

竹
居　

優
生　

あ
そ
ぼ
う
よ　

み
ん
な
が
い
る
よ　

毎
日
ね

２
年　

森
元　

紫
誠

声
か
け
は　

笑
顔
を
つ
く
る　

第
一
歩

６
年　

岸
田　

悠
紀

津
和
野
小
学
校

あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
の
こ
こ
ろ
に　

と
ど
い
て
る

１
年　

吉
松　

優
凪

み
ん
な
で
な
か
よ
く　

あ
そ
ん
だ
ら　

こ
こ
ろ
が
あ
っ

た
か
い

１
年　

齋
藤　

陽
太

い
っ
し
ょ
に　

あ
そ
ん
で
る
っ
て　

な
か
よ
し
の　

し
ょ
う
こ

２
年　

大
畑　

琉
惺

し
ょ
う
じ
き
に　

自
分
の
気
も
ち
を　

つ
た
え
よ
う
。

２
年　

小
林　

桜
子

自
分
か
ら　

平
和
な
世
界
を　

つ
く
ろ
う
よ

３
年　

原
田　

斐
禾

み
ん
な
で
ね　

協
力
の
で
き
る　

町
に
し
よ
う
ね

３
年　

山
本　

輔

不
安
で
も　

み
ん
な
が
い
る
よ　

大
丈
夫

４
年　

服
部　

恭
佳

あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
で　

う
れ
し
い
な

４
年　

河
田　

琥
太
郎

み
ん
な
の
笑
顔　

守
り
続
け
よ
う　

未
来
ま
で

５
年　

中
谷　

龍
兵

あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
で　

し
あ
わ
せ
だ

５
年　

岩
本　

心
優

人
権
の
大
切
さ
、
忘
れ
な
い
で

人
権
の
大
切
さ
、
忘
れ
な
い
で   

   

税
務
住
民
課
☎

税
務
住
民
課
☎
7474
・
０
０
５
９

・
０
０
５
９

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7474
・
０
０
０
２

・
０
０
０
２
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だ
め
だ
よ
と　

い
え
る
友
だ
ち　

大
切
よ

３
年　

石
川　

恋
音

言
わ
な
い
よ　

み
ん
な
が
つ
ら
い　

一
言
は

３
年　

佐
々
木　

彪
人

幸
せ
に　

み
ん
な
の
こ
と
を　

大
切
に

４
年　

大
庭　

心
愛

仲
良
し
は　

平
和
の
円
が　

広
が
る
よ

５
年　

石
川　

彩
芽

友
だ
ち
が　

い
じ
め
ら
れ
て
る　

み
の
が
す
な

６
年　

大
庭　

隆
平

◇
中
学
校
の
部
◇

津
和
野
中
学
校

人
権
は　

生
き
て
る
証　

大
事
に
ね

１
年　

藤
村　

晃
大

た
く
さ
ん
の　

人
が
い
る
か
ら　

楽
し
い
ん
だ
！

２
年　

楠　

京
之
慎

あ
な
た
に
も　

聞
こ
え
て
ほ
し
い　

心
の
声

２
年　

田
中　

文

思
い
や
り　

そ
の
気
持
ち
だ
け
で　

変
わ
る
世
界

３
年　

山
本　

康
生

ち
ょ
い
ま
っ
た　

考
え
直
し
て　

今
い
う
言
葉

３
年　

常
永　

敬
太
郎

い
じ
め
る
な　

み
ー
ん
な
同
じ　

人
間
だ

３
年　

三
浦　

琉
生

日
原
中
学
校

「
フ
ァ
イ
ト
！
」
の
言
葉
で　

心
が
動
く

１
年　

藤
井　

里
緒

　

た
っ
た
一
言
。　

さ
れ
ど
一
言　

人
を
傷
つ
け
、
守
ら
れ
る

　
　
　

佐
々
木　

玲
緒

歩
み
寄
る　

君
の
気
持
ち
に　

僕
の
気
持
ち

　
　
　

匿
名

こ
の
命　

愛
し
愛
さ
れ　

生
き
て
い
る

２
年　

安
見　

遼

人
は
み
な　

白
か
ら
黒
へ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

欠
け
て
い
る
部
分
が
あ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か

３
年　

坂
﨑　

愛
美
香

改
め
て　

言
葉
の
重
さ
を　

感
じ
よ
う

３
年　

西
村　

涼
風

「
チ
ラ
ッ
」
二
度
見　

と
な
り
に
ニ
コ
ニ
コ　

君
が
い
る

３
年　

日
熊　

思
月

◇
高
等
学
校
の
部
◇

津
和
野
高
等
学
校

流
さ
れ
な
い
で
、　

そ
の
多
数
派
は
本
当
に　

正
し
い

の
？

１
年　

秋
枝　

健
心

止
め
よ
う
よ
、　

誹
謗
中
傷　

拡
散
前
に

１
年　

松
本　

麻
佑

軽
い
気
持
ち
で
放
っ
た
矢
は　

誰
か
の
心
に
重
た
く
刺

さ
る

２
年　

村
上　

美
園

「
普
通
」
は
人
そ
れ
ぞ
れ　

そ
の
考
え
を
「
普
通
」
に

２
年　

櫻
井　

初
花

Ｓ
Ｎ
Ｓ　

あ
た
た
か
い
言
葉　

増
や
そ
う
。

２
年　

井
東　

藍

差
別
は
ね　

あ
な
た
の
心
の　

中
に
あ
る
。

２
年　

匿
名

そ
の
「
区
別
」　

本
当
に
差
別
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

２
年　

匿
名

思
い
や
り　

世
界
の
誰
か
が　

救
わ
れ
る

３
年　

藤
田　

日
向
子
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　地方創生に資する事業を、国の地方創生推進交付金を活用し平成 31 年度に実施しました。事業の効果検証を「津和野
町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定委員会」において実施しましたので、効果検証結果を公表します。（問合せ：つ
わの暮らし推進課☎ 74-0092）

交付対象事業名称 担当課 事業概要

津和野町農商工連携による
特産品拡大事業

農林課

1. 消費者ニーズをとらえた生産計画の作成、有機農産物の栽培技
術向上により農家所得の向上を目指す。
2. 野菜部会、青空市部会と連携し、売場や運営方法の見直しを行
い売上高増加を目指す。
3. 農産物加工処理施設、CAS 冷凍システムを活用し、新たな津和
野ブランド農産物加工商品を開発。4. 東京事務所と連携し、加工
品など高付加価値商品を町外に販売していく事を目指す。

（３年目）:（１）耕作放棄地の改良などを実施し生産量の拡大・
新規就農者の定着を図る。　（２）加工品開発チームを中心として、
抽出された課題をもとにした更なるブラッシュアップ、新商品開
発を実施。　（３）直売所のコーディネーターによる売り場・仕入
れ管理による販売力向上に向けた施策を実施。　（４）津和野町東
京事務所などど連携し情報発信を強化し、日本三大芋煮会を開催
し認知度を高めブランド力の強化を図る。

事業費（円） うち交付金額（円）

30,387,708 15,193,853

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標年月
目標値

（H29～31の累計）
実績値（増分）

本町の農産物直売所の売上額

令和２年
３月

25,500 千円

H29 △ 5,359 千円

H30 △ 6,332 千円

H31 △ 6,409 千円

累計 △ 18,100 千円

新規就農者数 24 人

H29 9 人

H30 ２人

H31 ２人

累計 13 人

町外への農産物および、加工品の取引店舗数 14 店舗

H29 0 店舗

H30 １店舗

H31 0 店舗

累計 １店舗

直売所生産部会登録業者一人あたりの平均販売金額 979 千円

H29 △ 35 千円

H30 △ 39 千円

H31 △ 36 千円

累計 △ 110 千円

本事業の評価 自立化の課題・解決策

ＫＰＩは未達成だったが、地方版総合戦略の目標へ
向けて有効な事業であった。

都市部への農産物及び加工品の販売について、想定よりも原材料
の確保が難しく、品数が限られた中で高単価での取引を行う事業
所や取引先を開拓する必要がある。

今後事業展開の方針 事業の継続（計画通りに事業を継続する）

平成 31 年度分 

地方創生の交付金事業実施について評価しました
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交付対象事業名称 担当課 事業概要

学校を核とした官民協
働による地方創生プロ

ジェクト
教育委員会

隠岐島前高校や離島・中山間地域の県立高校での「高校魅力化」の取組や成果を
ベースにしながら、「教育の魅力化」を全県、全校種に広げ、島根県内全域で「地
域を担う人づくり」「稼ぐ力の強化」「移住・定住の推進」「小さな拠点づくり」を
進める。

（２年目）：（１）県内全域への意識浸透　①離島・中山間地域で行ってきた「高校
魅力化」を、県内全域の「教育の魅力化」にする。　②地域・学校・行政への「教
育の魅力化」の理解の浸透。　③地域住民の参画による学校を核とした地域づくり・
人づくりを推進。　④ラーニングコミュニティの場での意見・ノウハウ等を集約し、
新たなシステムの創出につなげる。

事業費（円） うち交付金（円）

3,500,000 1,750,000

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業を進める中で特に苦労したこと

広域事業の非代表のため無記入
庁内・組織内（幹部、原課、財政課等）との調整・合意形成。 
事業経営や技術ノウハウを有する人材の確保・育成。 
ビジネスモデル・資金繰りの検討。

本事業の評価 自立化の課題・改善点

地方版総合戦略の目標へ向けて有効な
事業であった。

外部人材の登用。 
住民周知の取り組みを強化（フォーラムやキャラバンの実施、パンフレットの
作成など）。

今後事業展開の方針 事業の発展（事業が効果的であったことから取組の追加等更に発展させる）

交付対象事業名称 担当課 事業概要

山口県央連携都市圏域
「山口ゆめ回廊」で育

む観光圏域づくり
商工観光課

山口県央連携都市圏域を構成する７つの市町（連携中枢都市である山口市・宇
部市、及び連携市町である萩市・防府市・美祢市・山陽小野田市・島根県津和
野町）において、圏域外から「人・モノ・資金・情報」を呼び込み、圏域内で
の「人・モノ・資金・情報」の循環を進めることにより、宿泊や運輸、飲食、
旅行業などの観光産業のみならず、多様な分野の地域経済活動を活発にし、圏
域における雇用の確保、圏域住民の生活基盤の維持を図る。また、観光地域づ
くりを通じて育まれる圏域への愛着や定住志向性が醸成されることで、将来に
わたって「あらゆる地域に定住できる連携都市圏域」が形成され、圏域全体の
地方創生の実現を目指す。

（１年目）：（１）７市町の個性をつなげる一体的な取組体制構築事業　①周遊型
博覧会を通じた広域連携体制づくり事業。　②広域プロモーション事業。　（２）
インバウンド誘客事業　（３）周遊促進及び滞在消費喚起事業　①素材ブランデ
ィング・マッチングによる魅力創造事業。　②着地型観光推進による観光地域
づくり事業。　③特産品の振興事業。

事業費（円） うち交付金（円）

5,242,974 2,621,000

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 事業を進める中で特に苦労したこと

広域事業の非代表のため無記入
ビジネスモデル・資金繰りの検討。 
規制・許認可への対応。 
庁外・組織外（地域内・地域外の事業者、住民）との調整・合意形成。

本事業の評価 自立化の課題・改善点

地方版総合戦略の目標へ向けて有効な
事業であった。

観光協会等と連携したＰＲの実施。

今後事業展開の方針 事業の継続（計画通りに事業を継続する）

平成 31 年度分 

地方創生の交付金事業実施について評価しました
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G
u
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無
料
法
律
相
談
を
実
施
中

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
で

は
、
無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た

場
合
は
別
途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

２
月
10
日
（
水
）
10
時
～
17
時

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会
の
中
止

の
お
知
ら
せ

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書
士
が
、

毎
月
開
催
し
て
お
り
ま
す
標
記
相
談
会
に

つ
き
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
、
ま
た
参
加
者
及
び
関
係
者

の
健
康
や
安
全
面
を
最
大
限
考
慮
す
べ
き

こ
と
か
ら
、
９
～
３
月
の
開
催
を
中
止
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
電
話
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
通

常
通
り
実
施
し
、
再
開
に
つ
い
て
は
今
後

の
状
況
に
よ
り
判
断
い
た
し
ま
す
。

島
根
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
８
５
２
・
24
・
１
４
０
２

労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」「
残
業

代
が
支
払
わ
れ
な
い
」
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル

で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専
門
家
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

２
月
28
日
（
日
）
受
付
11
時
～
15
時

い
わ
み
ー
る

無
料

■
相
談
員

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
対
象

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す

が
、
会
場
で
当
日
受
付
も
行
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催
し

ま
す
。
会
場
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
開
催
を
取
り
止
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

島
根
県
労
働
委
員
会

☎
０
８
５
２
・
22
・
５
４
５
０

税
理
士
会
に
よ
る
相
続
税
・
贈
与
税

の
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
に
、
相
続
も

し
く
は
遺
贈
ま
た
は
贈
与
に
よ
り
取
得
す

る
財
産
に
係
る
相
続
税
ま
た
は
贈
与
税
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
税
理
士
会
益
田
支
部
で
は
、
税
理

士
記
念
日
行
事
と
し
て
、「
相
続
税
、
贈

与
税
の
無
料
相
談
会
」
を
次
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

２
月
20
日
（
土
）
10
時
～
16
時

益
田
商
工
会
議
所
１
階　

大
ホ
ー
ル

中
国
税
理
士
会
益
田
支
部
（
大
石
会

計
事
務
所
内
）

☎
０
８
５
６
・
23
・
３
２
３
６

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス 

オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
の
お
知
ら
せ

就
職
活
動
を
始
動
！

島
根
の
企
業
約
１
６
０
社
の
合
同
企
業

説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

会
社
概
要
、
採
用
計
画
な
ど
を
「Z

o
o
m

」

で
説
明
し
ま
す
。
※
要
事
前
申
込

※
詳
細
は
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」

の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
参
加

企
業
は
１
月
下
旬
頃
掲
載
予
定
。

３
月
１
日
（
月
）
～
３
日
（
水
）

10
時
～
17
時

２
０
２
２
年
３
月
大
学
（
院
含
む
）、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
等
の
卒
業
予
定
者

大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
方
な
ど

県
内
就
職
を
希
望
す
る
求
職
者

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公
益
財
団

法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

☎
０
８
５
２
・
28
・
０
６
９
４

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

・
桂
川
団
地
（
中
座
）
３
Ｄ
Ｋ

・
青
原
団
地
（
新
築
）（
青
原
）
３
Ｄ
Ｋ

・
青
原
団
地
（
新
築
）（
青
原
）
２
Ｄ
Ｋ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
　
　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
３
０

令
和
３
年
度　

県
立
西
部
高
等
技
術

校
入
校
生
３
次
募
集

【
訓
練
科
別
応
募
資
格
】

①
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

高
等
学
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

方
及
び
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
方
。

②
建
築
科
、
③
機
械
加
工
・
溶
接
科

原
則
、
中
学
校
以
上
を
卒
業
又
は
卒
業

見
込
み
の
方
。

【
共
通
事
項
】

訓
練
期
間
…
４
月
か
ら
１
年
間

訓
練
会
場
…
県
立
西
部
高
等
技
術
校

募
集
期
間
…
２
月
８
日
（
月
）
～
３
月

　
　
　
　
　
　

５
日
（
金
）

応
募
方
法
…

①
新
規
学
卒
の
方
は
、「
入
校
願
」
を

　
　

当
行
へ
提
出

②
そ
の
他
の
方
は
、
住
所
地
の
ハ
ロ
ー

　
　

ワ
ー
ク
で
相
談
の
う
え
「
入
校
願
」

　
　

を
提
出
。
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松
島　

弘
……
…
…
…
…
…
…
…
…

津
和
野
町
文
化
財
保
護
審
議
会
長

▽
非
進
学
校
出
身
東
大
生
が
高
校
時
代
に

し
て
た
こ
と

太
田　

あ
や
……
…
…
…
…

小
学
館

▽
３
月
の
ラ
イ
オ
ン
（
15
）

羽
海
野　

チ
カ
……
…
…
…

白
泉
社

▽
は
じ
め
て
の
そ
ろ
ば
ん

堀
野　

晃
……
…
…
…
…

ナ
ツ
メ
社

【
音
読
会
の
お
知
ら
せ
】

声
に
出
し
て
読
む
こ
と
は
複
数
の
感
覚

器
官
を
働
か
せ
、
健
康
に
も
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
文
学
作
品
や
新
聞
の
コ
ラ

ム
を
一
緒
に
音
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
無

料
テ
キ
ス
ト
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
。

２
月
９
日
（
火
）・
24
日（
水
）14
時
～

津
和
野
図
書
館　

読
書
会
室

医
療
医
療
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…M

e
d
ical

M
e
d
ical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
２
月
１

日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
検
診

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
火
】
産
婦
人
科
（
２
月
16
日
）
（
【
午

前
】 

外
来
診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午

後
】
子
宮
が
ん
検
診
）
（
予
約
制
）

※
２
月
２
日
は
休
診
と
な
り
ま
す
。

【
水
】
漢
方
外
来
（
２
月
17
日
）

　
　
　

整
形
外
科
（
午
後
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

※
内
科
は
月
～
金
曜
日
（
午
前
）、
木
曜

日
の
午
後
は
予
約
診
療
の
み

※
（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場

合
要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始

【
休
日
の
救
急
患
者
対
応
に
つ
い
て
】

　

診
療
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時
30
分

（
17
時
30
分
か
ら
翌
８
時
30
分
ま
で
の

間
は
診
療
し
て
い
ま
せ
ん
。）

※
17
時
30
分
ま
で
に
来
院
が
可
能
な
方
の

み
受
付
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
事
前
に
お
電
話
で
お
問
合
せ
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）
※
午
後
休
診

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月

火

水

木

金

土

午
前

○

○

○

○

○

○

午
後

○

○

○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、
日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14
時
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、
毎
週
木
曜
9

時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

月

火

水

木

金

土

午
前

○

○

○

×

○

○

午
後

○

○

○

×

○

△

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
30
分
ま
で

△
土
曜
は
14
時
～
17
時
ま
で

木
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
診
で
す
。

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
内
科
疾
患
の

診
療
・
相
談

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
胃
カ
メ
ラ
、
大

腸
カ
メ
ラ
、
日
帰
り
大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除

※
増
加
傾
向
に
あ
る
脂
肪
性
肝
疾
患
に
対

す
る
学
会
専
門
医
に
よ
る
診
療

日
本
内
科
学
会
認
定
総
合
内
科
専
門
医

日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
専
門
医

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
認
定
専
門
医

日
本
肝
臓
学
会
認
定
専
門
医

入
校
検
定
日
…
３
月
16
日
（
火
）

検
定
会
場
…
県
立
西
部
高
等
技
術
校

選
抜
方
法
…
学
力
検
査
（
国
語
・
数
学
）、

　
　
　
　
　

   

面
接

合
格
発
表
…
３
月
19
日
（
金
）

※
詳
細
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

県
立
西
部
高
等
技
術
校
指
導
課

☎
０
８
５
６
・
22
・
２
４
５
０

新
着
図
書

新
着
図
書
…
…
…
…

…
…
…
…B

o
o
k
s

B
o
o
k
s

▼
日
原
図
書
館

２
月
26
日
（
金
）
は
休
館

▽
夜
明
け
の
す
べ
て

瀬
尾　

ま
い
こ
……
…
…
…

水
鈴
社

▽
家
族
じ
ま
い

桜
木　

紫
乃
……
…
…
…
…

集
英
社

▽
キ
リ
ギ
リ
ス
の
年
金　

統
計
が
示
す
私

た
ち
の
現
実

明
石　

順
平　

……

朝
日
新
聞
出
版

▽
幕
末
武
家
の
回
想
録

柴
田　

宵
曲
……

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｗ
Ａ

▽
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー
マ
ン
と
名
も
な
き
町

の
殺
人

東
野
圭
吾
……
…
…
…
…
…

光
文
社

▼
津
和
野
図
書
館

２
月
26
日
（
金
）
は
休
館

▽
チ
ン
ギ
ス
紀
（
９
）

北
方　

謙
三
……
…
…
…
…

集
英
社

▽
「
明
治
天
皇
即
位
礼
」
新
式
を
制
定
し

た
津
和
野
藩
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日 月 火 水 木 金 土

1/311/31 1 2 3 4 5 6

6：00 
●ニュースサン
　ネット

8：00 
◎自治区「柿木村」
　シンポジウム

8：00 
●釣りしんちゃい 
8：30
●グラントワチャ
　ンネル【２月号】

8：00
●あいラブせん
　りゅう(宮城)
8：30 
●千賀の浦お散
　歩隊(宮城)

8：00 
●県立中央病院
　えにし ～扉の向
　こうに～【１月放
　送分】 
8：30 
●気仙沼めっけ 
  （宮城）

8：00
●CATV情報ネット
　しまね 
   【１月号】 
8：30 
●石正美術館
「展覧会のご案
　 内」

6：00 
●ニュースサン
　ネット

7 8 9 10 11 12 13

6：00 
●ニュースサン
　ネット

8：00
○ニュースサン
　ネット総集編
 【1月放送分】

8：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座 【１月号】 
 
8：30 
●出雲のほそ道 
   【１月号】

8：00
●神主と学ぶ 日本
　神話 
8：30
●教えて！よこや
　さん【2月放送
　分】

8：00
●お地蔵ものがた
　り 
8：30
●えきぐる！
　～木次線沿線地
　域の楽しみ方ガ
　イド～

8：00 
◎プロジェクトX① 
　100万座席への
　苦闘 
　9：00 
◎プロジェクトX② 
　毛利飛行士  
　衝撃の危機脱
　出

6：00 
●ニュースサン
　ネット

14 15 16 17 18 19 20

6：00 
●ニュースサン
　ネット

8：00 
◎自治区「柿木村」
　シンポジウム

8：00 
●釣りしんちゃい 
 
8：30
●グラントワチャ
　ンネル【2月号】

8：00
●いい伊豆みつけ  
     た(静岡)
8：30 
●ふるさと歴史
　発見！(静岡)

8：00
●地 域とともに
　未来を描く！
8：30
●どこ行く？れき
　はく！

8：00
●CATV情報ネット
　しまね 
   【２月号】 
8：30 
●ウンパくんと自然
　環境を学ぼう

6：00 
●ニュースサン
　ネット

21 22 23 24 25 26 27

6：00 
●ニュースサン
　ネット

8：00
◎ウィズ・アフターコ
　ロナの観光動向セ
　ミナー 
10：00
◎日本遺産シンポジ
　ウム 石見の火山が 伝
　える悠久の歴史 
13：30~16：00 
　竹島の日 記念式典  
  【生中継】

8：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座 【２月号】 
8：30 
●出雲のほそ道 
   【2月号】

8：00
●神主と学ぶ 日本
　神話 
8：30
●教えて！よこや
　さん【2月放送
　分】

8：00
●お地蔵ものがた
　り 
8：30
●えきぐる！
　～木次線沿線地
　域の楽しみ方ガ
　イド～

8：00 
◎プロジェクトX① 
　100万座席への
　苦闘 
　9：00 
◎プロジェクトX② 
　毛利飛行士  
　衝撃の危機脱
　出

6：00 
●ニュースサン
　ネット

28 ４月からインターネットのコースと料金が変更になります！ セキュリティ対策のお願い

6：00 
●ニュースサン
　ネット

　近年、インターネットを介したコン

ピューターウイルスによる個人情報の

漏えいや金銭的被害が全国的に増えて

います。

　お使いのPC、スマートフォンなどの

OSやウイルス対策ソフトウェアを最新

の状態にしてお使いいただき、セキュ

リティ対策をしてください。

番組のお知らせ ケーブルセンター受付時間ケーブルセンター受付時間

サンネットにちはら 
Tel 74-2099/Fax 74-2667 

平日　8：30～17：15 平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） （土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 緊急連絡先 
セコムコントロールセンター セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016Tel 0852-28-0016

再

字

字 字

字 字

字

再

再

再

再

特

字

字字

再

再

再

再

再

再

再

再
特

再

再

サンネットにちはら番組表サンネットにちはら番組表 111ｃｈ111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ112ｃｈ テロップ放送

※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ○３Hごとに放送  △４Hごとに放送         再放送　　特別番組 

　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

再 特22222 字

※編成の都合上番組・内容が変更になる可能性があります あらかじめご了承ください

２０２1２０２1

コース 変更前 変更後

1Gコース 7,150 円 7,150 円

100Mコース 5,500 円 5,500 円

30Mコース 4,180 円 3,850 円

10Mコース 3,130 円 受付終了

1Mコース 1,560 円 受付終了

竹島の日 記念式典【生中継】

放  送  日：２月２２日（月）

放送時間：１３：３０~１６：００（予定）

２月２２日に島根県民会館 中ホールでおこなわれる「竹島の日 記念式典」
の模様を生中継でお送りします（島根県ケーブルテレビ協議会制作）

【令和３年４月１日より、インターネットコースと料金が一部変更になります】

※現在10Ｍコースまたは１Ｍコースに加入している場合は引き続き変更前の料金でご利用できます



※住民基本台帳は、平成 24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、

相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま

す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538

領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所

司 法 書 士・ 行 政 書 士

facebookモバイル スマートフォン広報つわの

つわみん©津和野町　津和野（観）許諾第 11号

□発行 /津和野町役場　〒 699-5292　島根県鹿足郡津和野町日原 54番地 25

□編集 /つわの暮らし推進課　TEL：0856-74-0092　FAX：0856-74-0002

□印刷 /坂田印刷

□URL/ http://www.town.tsuwano.lg.jp/

□住民基本台帳（令和2年12月末現在）

転出：20
死亡：13

転入：8
出生：1

男 3,300 人　女 3,764 人
人口：7,064 人世帯数：3,442

広報つわの 2021 年 1 月 8 日発行
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ながく寄り添い、暖かな暮らしを共につくりますながく寄り添い、暖かな暮らしを共につくります

薪薪スストトーーブブのの販販売売・・施施工工
メメンンテテナナンンスス・・薪薪のの販販売売

合同会社bluebearの薪ストーブ屋さん

メメンンテテナナンンスス・・薪薪のの販販売売
※※ペレットストーブ・薪割り機の販売を始めました。

合同会社bluebearの薪ストーブ屋さん
お問い合わせ：090−8247−1983（代表 村上久富）
住所：〒699-5203 島根県鹿足郡津和野町相撲ケ原587
bluebear-woodstove.com Insta: @bluebear_woodstovebluebear-woodstove.com Insta: @bluebear_woodstove

土日祝日・平日いつでも、事前予約と
なります。お気軽にご連絡ください。営業日：事前予約制

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。


